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ところざわ市議会だより 第２16 号第２16 号

議 　  審 議案
９月定例会議での

【開催期間】　９月１日～９月２２日 (２２日間 )
【市長提出議案】	 補正予算	 ６件
	 条例関係	 １０件
	 指定管理者の指定	 １９件
	 契約関係	 ４件
	 財産取得	 １件
	 債権放棄	 １件
	 市道認定・廃止	 ３件
	 人事関係	 ２件
【議員提出議案】		  １件

●議案審議‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ２～６ページ

●一般質問‥‥‥‥‥‥‥‥ ７～１１ページ

●ギカイレポート‥‥‥‥ １１～１５ページ

●所沢から輝け！！‥‥‥‥‥‥ １６ページ

ＣＯＮＴＥＮＴＳ

今回の主な内容

市長提出議案の主な事業概要

（  上下水道局経営課　２９２１－１０８７）
議案第８６号　所沢市水道事業給水条例の一部を改正する条例制定について

議案第８７号　所沢市下水道条例の一部を改正する条例制定について

これからも安心・安全な水の供給を原案
　可決

水道事業の経営基盤を強化し、将来にわたる事業の安定的な継続を図るため、水道料金・下水道使用料の改定を行います。

県に支払う費用（県水購入単価・下水処理単価）の値上げ

水需要の減少による料金・使用料収入の減少

施設の老朽化や物価高騰による費用の増加

水道料金・下水道使用料改定の背景

水道料金・下水道使用料（合算）のモデルケース（１か月当たり・税込）

改定時期

令和 8年 4月

使用水量 現行 改定後 増加額 改定率
口径１３ｍｍで１０㎥（１～２人暮らしを想定） １,６５０円 ２,０９０円 ＋４４０円 ２６.７％
口径２０ｍｍで２０㎥（３～４人暮らしを想定） ３,９７１円 ４,９４４円 ＋９７３円 ２４.５％
口径２０ｍｍで８０㎥
（一般家庭より使用水量が多い個人経営の飲食店）

２８,８７５円 ３２,０８１円 ＋３,２０６円 １１.１％

負担増となることについて、市民生活への影響をどのように受け止め、どのような配慮を行っていくのか。問

料金改定は、事業運営に最低限必要な資金を確保するため御負担をお願いするものであり、市民生活への配慮に

ついては、引き続き市全体で取り組む様々な施策とともに考えていく。
答

下水道使用料の改定は８年ぶり、水道料金の改定に至っては平成１０年度以来、実に２８年ぶりになるというこ

とだが、この間、改定が行われなかった主な要因は。
問

平成１０年度以降は、水道普及率が９９．９％で、新規布設工事が少なかったことや耐用年数を経過する水道管

が少なかったことにより、施設の建設改良費用が現在よりも抑えられていたことが主な要因と考える。
答
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令和７年（２０２５年） １１月１５日 ところざわ市議会だより

（  青少年課　２９９８－９１０３）
議案第９０号　所沢市立北秋津児童クラブの指定管理者の指定について

議案第９２号　所沢市立美原児童クラブ等の指定管理者の指定について
可決

　現在の指定管理者の指定期間が令和７年度末で満了となるため、令和８年度以降（令和８年４月１日から令和１３

年３月３１日まで）の新たな指定管理者を指定します。

対　象　�平成１９年４月２日生まれから平成２２年４月１日生まれの若者
で、本市の住民基本台帳に登録がある方（高校生に該当する世代）

見込数　約８,７００人

内　容　対象者１人当たりデジタルギフト２０,０００円分

現在の指定管理者の指定期間は令和３年度から令和７年度までの５年間で、その前は３年間だったが、指定期間

が３年間から５年間になったことで、どのようなプラス面、マイナス面があったのか。
問

児童クラブは児童や学校、地域との結びつきが強いといった地域継続性というものが大事なので、地域の協力や、その結びつきが高ま

ることから、指定期間を３年間から５年間にしたということはプラス面だと思っている。マイナス面は、今のところ出ていないと考えている。
答

児童クラブの指定管理の仕様書には支援員を継続させたほうがよいという旨の記述があると理解しているが、今

回の委託先変更による支援員の継続雇用についての考えは。
問

所沢市立児童クラブ指定管理者業務仕様書には、指定管理者は、職員の継続的な雇用に努めるという記載がある。

市としても、安定的な保育の継続という観点で、できる限り現在の支援員が継続することが望ましいと考えている。
答

若者応援事業（１６歳から１８歳の未来へ） （  青少年課　２９９８－９１０３）

事業費：１億８,４６９万円

未来を担うこどもたちを支えます
議案第７４号　令和７年度所沢市一般会計補正予算（第４号）原案

　可決

　物価高騰による影響を受けている若者を応援するため、高校生世代へデジタルギフトを支給することで、負担軽減

を図ります。また、申請の際にＬＩＮＥの友だちに登録してもらうことにより、高校生世代との接点を確保し、現状

の把握や情報発信に活用します。

令和４年度に実施された若者応援事業では、物価高騰対策として一定の成果があったと評価する一方で、利用し

づらいという声があった。前回の事業での課題を今回どう反映したのか。
問

一部の市民の方からは、利用できる店舗が少ないという声を頂戴していたことを踏まえ、より利用しやすくなる

ようグランエミオ所沢やエミテラス所沢といった商業施設でも利用できる予定としている。
答

前回の事業もＬＩＮＥの友だち登録で若い世代とつながるということだったが、他の施策に広がりがあった事例は。問

ＬＩＮＥによりつながった若者に対し、継続して市の事業やボランティアなどの情報をＬＩＮＥで提供してお

り、実際にボランティアの参加者等も増加している状況である。
答

公共施設の管理運営を、民間企業やＮＰＯ法人などに代行させる制度です。民間の

ノウハウ活用で住民サービス向上やコスト削減を図ります。

指定管理者制度とは

候補者を選定・指定し、

管理方針等の作成を行う

地方公共団体

地方自治法・条例・協定等

に基づき公の施設を管理

指定管理者
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ところざわ市議会だより 第２16 号第２16 号

◀�決算特別委員会は

９月２５日から９

月３０日に開催し

ました。

市長と副市長が給料月額の１０％を減額します原案
　可決

（  職員課　２９９８－９０４８）議案第１１７号　所沢市市長及び副市長の給料の特例に関する条例制定について

　職員による不適正な事務の執行を重く受け止め、管理監督責任の立場である市長と副市長の令和７年１０月分の給

料の月額を減額とするものです。

減額後減額前

市　長

副市長

７２０,３００円／月 ６４８,２７０円／月

８７６,０００円／月 ７８８,４００円／月

※市長の給料月額は、令和６年１月から任期の末

日（令和９年１０月２９日）までの期間１,０２９,

０００円から７２０,３００円に減額しています。

市長と副市長の給料の減額が必要であると判断した理由は。問

職員による公印の不正使用やマイナンバーの悪用など、不適正な事務の執行を重く受け止め、社会への影響の大

きさを鑑み判断した。
答

今後どのような再発防止対策を行うのか。問

住民票の写しや戸籍謄本などの公用請求に必要な公印の押印は、公印管理者である所属長が押印するなど、それ

ぞれの所属で対応を強化している。マイナンバーの利用は、検索対象者をリスト化したり、システム操作を複数

の職員で行い、対象者の間違いがないか確認し合うこととしている。
答

人事関係

教育委員会委員の任命に同意

議案第１１８号　教育委員会委員任命の同意を求めることについて

宮
みや

下
した

　広
ひろ

子
こ

 氏

人権擁護委員の推薦に同意

諮問第３号　人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

本
ほん

田
だ

　静
しず

香
か

 氏

　令和６年度一般会計、各特別会計及び各事業会計の決算認定

案件１０件の審査のため、８人の委員をもって構成する決算特

別委員会を設置しました。なお、この特別委員会は、議会が活

動終了を議決するまで存続します。

議員提出議案
議員提出議案第１０号

決算特別委員会の設置について
決算特別委員会委員

◎長谷川礼奈（さきがけ）

〇中井めぐみ（日本共産党所沢市議団）

　石本　亮三（立憲リベラルの会）

　斉藤かおり（自由民主党・維新・参政・無所属の会）

　植竹　成年（公明党）

　谷口　雅典（至誠自民クラブ）

　青木　利幸（市民クラブ未来）

　入沢　　豊（自由民主党・維新・参政・無所属の会）

◎…委員長　 〇…副委員長
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令和７年（２０２５年） １１月１５日 ところざわ市議会だより

【討論】議案第８６号・第８７号に反対・賛成

議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結　果

第 7 4 号 令和７年度所沢市一般会計補正予算（第４号）

予　　算

原案可決

第 7 5 号 令和７年度所沢市所沢都市計画事業所沢駅西口土地区画整理特別会計補正予算（第１号）

第 7 6 号 令和７年度所沢市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

第 7 7 号 令和７年度所沢市介護保険特別会計補正予算（第１号）

第 7 8 号 令和７年度所沢市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

第 7 9 号 所沢市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例制定について
総務経済

第 8 0 号 所沢市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定について

第 8 1 号 所沢市立障害者通所施設条例及び所沢市障害者グループホーム条例の一部を改正する条例制定について 健康福祉

第 8 2 号 所沢市土砂の堆積の規制に関する条例の一部を改正する条例制定について

建設環境

第 8 3 号 所沢市ひと・まち・みどりの景観条例の一部を改正する条例制定について

第 8 4 号 所沢都市計画事業所沢駅西口土地区画整理事業施行に関する条例の一部を改正する条例制定について

第 8 5 号 所沢市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例制定について

第 8 6 号 所沢市水道事業給水条例の一部を改正する条例制定について

第 8 7 号 所沢市下水道条例の一部を改正する条例制定について

反
対

水道料金改定の要因として水需要の減少が挙げられているが、料金を引き上げれば、

また節水対策を促し、水需要が減少するという悪循環に陥
おちい

り、公営企業経営の安定化

が遠のく。下水道の基盤整備に莫大な費用がかかり、それを受益者負担で賄うことは

市民の負担をさらに強めることになる。基礎的なインフラの維持管理、更新等は国の

負担にするなど、大胆な見直しが必要である。
花岡　健太　議員

（日本共産党所沢市議団）

反
対

高度経済成長期の水道管等の老朽化が全国的に課題となっている昨今、国からの財政

的な支援策の活用や支援額の規模拡大を要望することも必要である。値上げをするに

も、まずは老朽管更新範囲の見直しや費用削減など、まだまだ改善の余地があるので

はないか。市民のために今回の値上げは踏みとどまって、日本一、水道料金が安い所

沢を目指していただきたかった。
長岡　恵子　議員

（立憲民主党・れいわ新選組）

賛
成

今回の上下水道料金改定は令和８年度から令和１２年度までの５年間の総費用が算定

根拠となっているが、期間途中の上下水道料金の改定はできないと思う。万が一、資

金を予定どおり調達できなかったり、想定外の物価高騰により人件費や資材が高騰し、

インフラ更新が遅れるということだけは決してないようにしていただきたい。値上げ

をしないに越したことはないが、市民の安心・安全を守る視点から理解する。
石本　亮三　議員

（立憲リベラルの会）

令和７年９月定例会議　審議結果

市長提出議案 (４６件 ) ■賛否の分かれた議案等  については、議員別賛否一覧をご覧ください。
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ところざわ市議会だより 第２16 号第２16 号

議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結　果

第 8 8 号 所沢市立所沢児童クラブ等の指定管理者の指定について

健康福祉

可　　決

第 8 9 号 所沢市立明峰児童クラブの指定管理者の指定について

第 9 0 号 所沢市立北秋津児童クラブの指定管理者の指定について

第 9 1 号 所沢市立伸栄児童クラブの指定管理者の指定について

第 9 2 号 所沢市立美原児童クラブ等の指定管理者の指定について

第 9 3 号 所沢市立中央児童クラブ等の指定管理者の指定について

第 9 4 号 所沢市立和田児童クラブ等の指定管理者の指定について

第 9 5 号 所沢市立牛沼児童クラブ等の指定管理者の指定について

第 9 6 号 所沢市立東所沢柳瀬児童クラブ等の指定管理者の指定について

第 9 7 号 所沢市立富岡児童クラブ等の指定管理者の指定について

第 9 8 号 所沢市立西富児童クラブの指定管理者の指定について

第 9 9 号 所沢市立小手指児童クラブの指定管理者の指定について

第 1 0 0 号 所沢市立第二上新井児童クラブの指定管理者の指定について

第 1 0 1 号 所沢市立北野児童クラブの指定管理者の指定について

第 1 0 2 号 所沢市立山口児童クラブ等の指定管理者の指定について

第 1 0 3 号 所沢市立泉児童クラブ等の指定管理者の指定について

第 1 0 4 号 所沢市立三ケ島児童クラブ等の指定管理者の指定について

第 1 0 5 号 所沢市立宮前児童クラブ等の指定管理者の指定について

第 1 0 6 号 所沢市元町地下駐車場の指定管理者の指定について 総務経済

第 1 0 7 号 所沢駅ふれあい通り線整備工事（その７）請負契約締結についての一部変更について 建設環境

第 1 0 8 号 所沢市学校給食センター再整備事業契約締結についての一部変更について 市民文教

第 1 0 9 号 狭山ケ丘・雨水貯留施設築造工事請負契約締結について
建設環境

第 1 1 0 号 北野下富線（４工区）道路築造工事（下部工その２）請負契約締結について

第 1 1 1 号 所沢市元町地下駐車場主要機器の取得について
総務経済

第 1 1 2 号 所沢市元町地下駐車場の前指定管理者と締結した協定書に基づく納付金等に係る債権の放棄について

第 1 1 3 号
市道路線の認定について

建設環境第 1 1 4 号

第 1 1 5 号 市道路線の廃止について

第 1 1 6 号 令和７年度所沢市一般会計補正予算（第５号）

ー

原案可決
第 1 1 7 号 所沢市市長及び副市長の給料の特例に関する条例制定について

第 1 1 8 号 教育委員会委員任命の同意を求めることについて
同意する

諮 問 第 3 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

議案に対する各議員の賛否を表示しています。議員別賛否一覧 賛成：〇　反対：×

議案番号

自由民主党・ 
維新・参政・ 
無所属の会

公明党 至誠自民クラブ
日本共産党
所沢市議団

市民クラブ 
未来

さきがけ

立
憲
リ
ベ
ラ
ル

の
会

立
憲
民
主
党
・ 

れ
い
わ
新
選
組

斉
藤
か
お
り 

神
戸　

鉄
郎

佐
野　

允
彦

大
庭　

祥
照 

前
田　

浩
昭

入
沢　
　

豊

石
原　
　

昂

植
竹　

成
年

大
久
保
竜
一

川
辺　

浩
直

亀
山　

恭
子

山
口　

浩
美

福
原　

浩
昭

谷
口　

雅
典

大
石　

健
一

大
舘舘　

隆
行

秋
田　
　

孝

斎
藤　

由
紀

小
林　

澄
子

中
井
め
ぐ
み 

花
岡　

健
太

矢
作
い
づ
み

松
本　

明
信

粕
谷
不
二
夫

中　
　

毅
志

青
木　

利
幸

島
田　

一
隆

長
谷
川
礼
奈

荻
野　

泰
男

石
本　

亮
三

末
吉
美
帆
子

長
岡　

恵
子

赤
川　

洋
二

第 7 4 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇

議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第 8 6 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×

第 8 7 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×

第 9 0 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第 9 2 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案番号 議　案　件　名 結　果

第１０号 決算特別委員会の設置について 原案可決

議員提出議案 (１件 )
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令和７年（２０２５年） １１月１５日 ところざわ市議会だより

議
員
が
自
身
の
政
策
提
案
も
含
め
て
、
市

に
対
し
て
考
え
を
聞
く
の
が
一
般
質
問
で
す
。

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
内
容
が
き
っ

と
あ
り
ま
す
。

※�

各
議
員
の
一
項
目
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
す
べ
て
の

質
問
項
目
お
よ
び
動
画
は
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

一　
 

質
問

般

９
月
定
例
会
議
で
の

⬆ 動画はコチラ

Ｑ
練
馬
区
光
が
丘
か
ら
大
泉

学
園
に
新
し
い
都
道
が
で
き
、

都
道
に
沿
っ
て
都
市
高
速
鉄
道

12
号
線
の
延
伸
に
伴
う
駅
予

定
地
も
確
保
さ
れ
て
い
る
。
駅

予
定
地
に
は
大
泉
学
園
も
そ
う

だ
が
、
新
座
市
も
延
伸
に
係
る

期
成
同
盟
の
看
板
が
あ
り
、
区

民
・
市
民
の
マ
イ
ン
ド
を
上
げ

よ
う
と
努
力
し
て
い
る
。
本
市

で
も
市
民
挙
げ
て
の
誘
致
活
動

に
つ
い
て
、
市
長
が
会
長
に
な
っ

て
期
成
同
盟
を
つ
く
る
と
か
、

市
長
、
市
当
局
が
そ
う
い
う
音

頭
取
り
を
す
る
つ
も
り
が
あ
る

か
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
都
市
高
速
鉄
道
12
号
線

の
延
伸
に
向
け
て
は
、
協
議
会

に
よ
る
要
望
活
動
と
と
も
に
地

元
の
期
待
の
高
ま
り
や
盛
り
上

が
り
な
ど
の
機
運
の
醸
成
も
大

切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
延

伸
に
向
け
て
地
元
で
期
成
同
盟

会
が
立
ち
上
が
っ
た
際
に
は
、

地
域
の
一
体
感
が
強
ま
り
、
機

運
も
さ
ら
に
盛
り
上
が
る
こ
と

で
、
要
望
活
動
に
も
追
い
風
に

な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
市
と
し
て
も
応
援
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 市民クラブ

未来
松本　明信

都
市
高
速
鉄
道
12
号
線
の
延
伸
を

Ｑ
本
市
は
、
「
所
沢
市
障
害

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
生

き
る
社
会
づ
く
り
条
例
」
、
い
わ

ゆ
る
共
生
条
例
の
中
に
手
話
言

語
条
例
の
考
え
方
が
包
含
さ
れ

て
い
る
と
し
て
き
た
。
こ
の
共
生

条
例
は
全
て
の
市
民
が
共
に
平

等
に
生
き
て
い
く
た
め
の
施
策

が
示
さ
れ
た
先
進
的
な
条
例
だ

と
思
う
。
し
か
し
、
こ
の
共
生
条

例
に
手
話
に
つ
い
て
だ
け
を
詳
し

く
明
記
し
て
い
く
こ
と
は
公
平
性

か
ら
も
不
適
切
だ
と
考
え
て
い

る
。
手
話
言
語
条
例
を
制
定
し
、

そ
の
意
味
を
分
か
り
や
す
く
明

記
し
て
い
く
こ
と
が
、
多
く
の
市

民
が
本
当
の
意
味
で
の
手
話
は

言
語
で
あ
る
と
い
う
意
味
を
理

解
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
と

考
え
る
。
そ
の
理
解
が
あ
っ
て
こ

そ
、
多
く
の
市
民
に
手
話
が
普
及

し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。
市
と

し
て
手
話
言
語
条
例
を
新
た
に

つ
く
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
手
話
言
語
条
例
に
つ
い
て

は
、
こ
の
質
問
内
容
や
、
当
事

者
や
関
係
団
体
な
ど
か
ら
の
意

見
を
伺
っ
て
、
制
定
に
向
け
て

進
め
て
い
く
。

日本共産党
所沢市議団
中井めぐみ

手
話
言
語
条
例
の
制
定
を

Ｑ
千
葉
県
市
川
市
の
と
あ

る
自
治
会
で
は
、
紙
の
回
覧
板

は
残
し
つ
つ
、
回
覧
板
を
回
す

の
が
大
変
と
い
う
高
齢
者
の
負

担
軽
減
の
ほ
か
、
比
較
的
若
い

世
代
に
も
気
軽
に
見
て
も
ら

い
、
会
の
活
動
を
伝
え
る
狙
い

で
も
、
ス
マ
ホ
な
ど
で
回
覧
で

き
る
デ
ジ
タ
ル
回
覧
板
を
始
め

た
。
デ
ジ
タ
ル
回
覧
板
の
活
用

は
日
頃
の
ま
ち
な
か
の
暮
ら
し

で
は
な
か
な
か
到
達
で
き
な
い

若
い
世
代
に
も
自
治
会
を
知
っ

て
も
ら
い
、
活
性
化
に
大
い
に

貢
献
す
る
も
の
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
デ
ジ
タ
ル
回
覧
版
に
つ

い
て
は
、
次
世
代
の
自
治
会
・

町
内
会
を
支
え
て
い
く
有
効
な

ツ
ー
ル
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る

が
、
高
齢
者
な
ど
一
定
数
、
紙

の
需
要
が
あ
る
。
ま
た
、
様
々

な
ツ
ー
ル
が
あ
る
中
で
、
導
入

に
向
け
た
研
究
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
る
た
め
、
今
後
は
、
デ

ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
活
用
に
つ
い

て
情
報
を
集
約
し
、
自
治
会
・

町
内
会
の
役
員
の
皆
さ
ん
に
向

け
て
、
情
報
提
供
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

公明党
大久保竜一

デ
ジ
タ
ル
回
覧
板
の
活
用
で

自
治
会
の
活
性
化
を

Ｑ
さ
き
の
通
常
国
会
に
お
い

て
、
労
働
施
策
総
合
推
進
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
成

立
し
た
。
こ
れ
は
、
カ
ス
タ
マ

ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
法

律
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
の

リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
市
長
が
カ
ス

タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
へ

の
取
組
の
基
本
方
針
や
基
本
姿

勢
を
明
確
に
示
す
こ
と
で
、
市

職
員
に
と
っ
て
は
安
心
感
が
醸

成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
併
せ
て

外
部
に
も
発
信
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
未
然
防
止
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を

伺
う
。

Ａ
他
自
治
体
に
お
い
て
は
、

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
基
本
方
針
を
首
長
名
で
発
信

し
て
い
る
事
例
も
あ
り
、
職
員

を
守
る
と
い
う
意
思
を
示
す
上

で
、
そ
の
必
要
性
は
理
解
で
き

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
市
を
代
表

す
る
立
場
、
ま
た
、
率
先
し
て

職
員
を
守
る
べ
き
立
場
に
あ
る

市
長
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
対

策
が
有
効
で
あ
る
の
か
、
先
進

事
例
等
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。 さきがけ

荻野　泰男

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

未
然
防
止
を
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ところざわ市議会だより 第２16 号第２16 号

Ｑ
富
岡
地
区
は
並
木
地
区
に

次
い
で
市
内
で
２
位
の
高
齢
化

率
の
高
い
行
政
区
で
あ
る
。
市

議
会
と
し
て
、
市
内
に
最
低
４

か
所
の
期
日
前
投
票
所
の
設
置

を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
提
言
を

８
年
前
に
出
し
て
い
る
。
こ
れ

を
踏
ま
え
、
富
岡
地
区
に
期
日

前
投
票
所
の
増
設
や
千
葉
県
船

橋
市
で
始
め
て
い
る
高
齢
化
率

が
高
い
地
域
で
の
送
迎
バ
ス
の

運
行
な
ど
を
検
討
す
る
べ
き
だ

と
考
え
る
が
、
選
挙
管
理
委
員

会
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
期
日
前
投
票
所
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
今
回
新
た
に
開

設
し
た
期
日
前
投
票
所
に
お
け

る
、
今
回
の
参
議
院
選
挙
は
も

と
よ
り
、
今
後
執
行
さ
れ
る
選

挙
結
果
の
効
果
を
十
分
に
検
証

し
た
上
で
、
判
断
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
投
票
環
境

向
上
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
千

葉
県
船
橋
市
以
外
に
も
全
国
で

様
々
な
も
の
が
あ
る
た
め
、
本

市
の
実
情
に
即
し
た
も
の
か
ど

う
か
、
し
っ
か
り
と
検
証
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 立憲リベラルの会

石本　亮三

高
齢
化
率
の
高
い
富
岡
地
区
の

投
票
環
境
向
上
を

Ｑ
令
和
12
年
は
市
政
施
行
80

周
年
、
そ
し
て
順
調
に
進
ん
で

い
れ
ば
本
市
は
中
核
市
へ
の
移

行
の
年
に
も
当
た
る
。
「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
ど
自
慢
」
番
組
を
誘
致
す

る
に
は
絶
好
の
条
件
が
そ
ろ
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

令
和
12
年
に
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自

慢
」
番
組
を
誘
致
し
て
は
と
思

う
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
令
和
12
年
は
、
本
市
の
市

政
施
行
80
周
年
、
そ
し
て
中
核

市
へ
の
移
行
を
予
定
し
て
い
る

年
で
も
あ
り
、
本
市
の
歴
史
に

お
い
て
も
、
大
き
な
節
目
の
年

と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
年
に
、

本
市
の
魅
力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
は
、
観
光
や
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
な
ど
、
本
市
へ
足
を
運
ん

で
い
た
だ
け
る
、
さ
ら
に
本
市

に
住
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
き
っ
か
け
と
な
り
、

非
常
に
重
要
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
市
政
施
行
80
周
年
の
記

念
事
業
に
つ
い
て
は
、
「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
ど
自
慢
」
番
組
の
誘
致
を

は
じ
め
、
様
々
な
検
討
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 至誠自民

クラブ
秋田　　孝

市
政
施
行
80
周
年
に

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
番
組
の
誘
致
を

Ｑ
国
際
交
流
は
違
う
文
化
に

触
れ
て
、
自
国
に
い
て
は
知
り

得
な
い
こ
と
を
学
べ
、
経
験
で

き
、
そ
の
後
の
視
野
が
広
が
る

と
思
う
。
一
方
、
移
民
を
受
け

入
れ
た
場
合
、
様
々
な
問
題
を

考
え
る
必
要
が
生
じ
る
。
本
市

で
は
、
ア
メ
リ
カ
デ
ィ
ケ
ー
タ

ー
市
、
中
国
常
州
市
、
韓
国
安

養
市
と
姉
妹
都
市
を
締
結
し
て

い
る
が
、
今
後
、
本
市
で
移
民

受
入
れ
の
問
題
が
上
が
っ
て
き

た
場
合
、
受
け
入
れ
て
い
く
の

か
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
本
市
で
は
、
多
文
化
共

生
を
推
進
し
て
お
り
、
地
域
社

会
の
一
員
と
し
て
責
任
を
果
た

し
、
共
に
生
き
て
い
く
こ
と
を

希
望
す
る
外
国
人
の
方
は
、
し

っ
か
り
と
受
け
入
れ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
一
方
で
、

有
効
な
在
留
資
格
を
持
た
な

い
、
い
わ
ゆ
る
不
法
滞
在
者

や
、
共
生
を
望
ん
で
い
な
い
よ

う
な
人
に
つ
い
て
は
、
法
に
の

っ
と
り
、
適
正
な
対
応
を
取
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

自由民主党・維新・
参政・無所属の会
斉藤かおり

適
正
な
国
際
交
流
を

Ｑ
不
登
校
支
援
に
つ
い
て

は
、
地
域
と
の
連
携
は
と
て
も

重
要
で
あ
り
、
戸
田
市
の
講
師

に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
人
材
確
保

に
か
な
り
苦
労
さ
れ
た
結
果
、

民
間
企
業
等
の
力
を
借
り
て
今

の
運
営
形
態
に
な
っ
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。
本
市
と
し
て
も
、
民

間
活
力
を
取
り
入
れ
、
地
域
に

根
差
し
た
連
携
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
、
教
育

委
員
会
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
不
登
校
支
援
に
お
い
て
、

地
域
の
教
育
力
を
活
用
す
る
こ

と
は
、
大
変
有
効
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
本
市
で
は
、
今
年

度
よ
り
、
全
校
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ス
ク
ー
ル
や
学
校
運
営
協
議

会
を
設
置
し
て
お
り
、
そ
の
協

議
会
の
中
で
、
不
登
校
支
援
を

話
題
に
し
て
、
地
域
の
教
育
力

を
生
か
す
活
動
を
進
め
て
い
る

学
校
も
あ
る
。
「
民
間
活
力
を

取
り
入
れ
て
の
地
域
連
携
」
に

つ
い
て
は
、
現
在
各
学
校
で
は

必
要
に
応
じ
て
連
携
を
図
っ
て

い
る
。
今
後
も
不
登
校
支
援
の

方
策
に
つ
い
て
は
、
他
の
自
治

体
の
取
組
を
把
握
す
る
な
ど
研

究
を
進
め
て
い
く
。

至誠自民
クラブ

斎藤　由紀

民
間
活
力
を
取
り
入
れ
、

地
域
に
根
差
し
た
不
登
校
支
援
を

Ｑ
豊
島
区
で
は
、
地
域
防
災

計
画
の
震
災
対
策
編
の
中
に
復

興
の
体
制
、
復
興
手
順
、
復
興

訓
練
を
位
置
づ
け
て
お
り
、
地

域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
復
興
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
し
て

い
る
。
豊
島
区
の
事
例
も
参
考

に
し
な
が
ら
、
関
係
機
関
と
も

連
携
を
取
り
、
将
来
的
に
は
所

沢
市
震
災
復
興
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

よ
う
な
も
の
の
策
定
も
検
討
す

べ
き
と
思
う
が
、
市
の
見
解
を

伺
う
。

Ａ
「
震
災
復
興
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
事
前
に
作
成
し
て
お
く

こ
と
は
、
速
や
か
な
復
興
に
つ

な
が
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

一
方
で
、
全
国
的
に
大
規
模
災

害
が
頻
発
し
、
激
甚
化
し
て
い

る
状
況
の
中
で
は
、
防
災
・
減

災
の
た
め
の
取
組
が
優
先
さ

れ
る
傾
向
が
あ
り
、
全
国
的
に

も
「
事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り
計

画
」
や
「
震
災
復
興
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
の
策
定
実
績
は
少
な
い
状

況
で
あ
る
。
今
後
も
国
の
動
向

を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
他
自

治
体
の
取
組
状
況
を
参
考
に
関

係
部
署
と
調
査
、
研
究
を
進
め

て
い
く
。

公明党
川辺　浩直

震
災
復
興
マ
ニ
ュ
ア
ル

策
定
の
検
討
を

Ｑ
新
１
年
生
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
保
留
児
童
数
は
、
令

和
７
年
４
月
１
日
時
点
で
57
人

と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
ど
も
を

ど
こ
へ
ど
う
預
け
て
働
き
続
け

る
と
い
う
の
は
、
保
護
者
に
と

っ
て
は
、
新
生
活
で
不
安
が
大

き
い
と
い
う
時
期
で
も
あ
り
、

非
常
に
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
学
童

版
の
小
１
の
壁
の
一
つ
か
と
思

う
。
新
１
年
生
に
な
る
前
か
ら

す
で
に
保
護
者
が
働
い
て
い
る

ケ
ー
ス
で
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
に
入
所
希
望
す
る
場
合
は
、

点
数
配
分
な
ど
を
見
直
し
て
、

原
則
、
優
先
的
に
入
所
で
き
る

よ
う
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か

と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を

伺
う
。

Ａ
新
１
年
生
の
保
育
の
必
要

性
は
高
い
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
１
年
生
は
２
年
生
以
上
の

学
年
に
比
べ
て
入
所
選
考
で
の

点
数
が
高
く
、
入
所
し
や
す
い

よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
が
、
他

の
項
目
と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を

考
慮
し
な
が
ら
点
数
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

新
１
年
生
は
優
先
的
に
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
に
入
所
で
き
る
よ
う
に

至誠自民
クラブ

谷口　雅典
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Ｑ
今
年
11
月
に
は
デ
フ
リ
ン

ピ
ッ
ク
?
競
技
大
会
東
京
２
０

２
５
が
開
催
さ
れ
る
。
日
本
で
は

初
の
開
催
で
あ
り
、
大
変
楽
し
み

で
あ
る
。
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
福

祉
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
み
に
押

し
込
め
る
こ
と
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ

部
門
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
部
局

が
連
携
し
て
盛
り
上
が
る
べ
き
と

思
っ
て
い
る
が
、
市
で
は
盛
り
上

げ
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
組
を

考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
応
援

す
る
た
め
の
取
組
と
し
て
、
９

月
26
日
に
本
庁
舎
西
口
広
場
に

お
い
て
「
東
京
２
０
２
５
デ
フ

リ
ン
ピ
ッ
ク
Ｐ
Ｒ
カ
ー
巡
回
イ

ベ
ン
ト
」
及
び
、
壮
行
会
を
開

催
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
取

組
と
し
て
、
市
長
に
よ
る
手
話

で
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
リ
レ
ー

動
画
や
、
手
話
ト
ー
ク
に
お
い

て
、
市
ゆ
か
り
の
選
手
を
紹
介

す
る
動
画
を
制
作
し
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
な
ど
に
公
開

す
る
な
ど
、
大
会
の
周
知
に
努

め
て
い
る
。
今
後
も
、
各
関
係

団
体
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
大

会
を
盛
り
上
げ
て
い
く
。

立憲リベラルの会
末吉美帆子

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
盛
り
上
げ
よ
う

?
■�メタバース（仮想空間）：インターネット上に仮想的につくられた、いわばもう 1 つの世界であり、利用者は自分の代わりとなる
アバターを操作し、他者と交流するもの
■�デフリンピック：きこえない、きこえにくい人のためのオリンピック

Ｑ
和
歌
山
市
で
は
、
北
九
州

の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル

に
職
員
が
派
遣
さ
れ
、
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま

っ
た
。
本
市
で
も
３
日
間
の
コ

ー
ス
を
１
日
だ
け
無
料
で
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
職
員
が
い

る
が
、
ぜ
ひ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ス
ク
ー
ル
に
正
式
に
派
遣
し
て

研
修
を
受
け
さ
せ
て
ほ
し
い
。

Ａ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ

く
り
は
、
ま
ち
の
魅
力
の
向
上

や
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
の
手
法

で
あ
る
。
こ
う
し
た
ま
ち
づ
く

り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
習
得
で
き
る

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
に

お
い
て
は
、
異
な
る
背
景
を
持

つ
参
加
者
と
の
交
流
、
ま
た
協

働
の
中
で
、
実
現
の
可
能
性
や

持
続
性
を
高
め
る
ス
キ
ル
を
磨

く
こ
と
に
よ
り
、
地
域
資
源
を

最
大
限
に
活
用
し
た
実
践
的
か

つ
具
体
的
な
事
業
計
画
の
作
成

を
学
べ
る
な
ど
、
多
く
の
メ
リ

ッ
ト
が
得
ら
れ
る
も
の
と
考
え

る
。
今
後
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ス
ク
ー
ル
へ
の
派
遣
を
含
め
、

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。 至誠自民

クラブ
大石　健一

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
に

職
員
の
派
遣
を

Ｑ
物
価
高
騰
が
止
ま
ら
ず
、

お
米
の
値
段
が
上
が
り
続
け
て

い
る
。
新
米
で
５
㎏
４
，
０
０

０
円
台
と
昨
年
の
約
２
倍
以
上

で
あ
る
。
ま
ず
は
食
べ
る
こ
と

へ
の
支
援
は
重
要
と
考
え
、
一

般
財
源
を
補
填
し
て
も
低
所
得

者
に
主
食
で
あ
る
お
米
へ
の
支

援
策
を
講
じ
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
本
市
に
お
い
て
は
、
物
価

高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
低
所

得
者
の
方
々
へ
の
生
活
支
援
と

し
て
住
民
税
非
課
税
世
帯
を
対

象
と
し
た
複
数
回
の
給
付
な
ど

に
よ
り
、
支
援
を
実
施
し
て
き

た
。
加
え
て
本
市
で
は
、
大
き

な
影
響
を
受
け
た
方
に
支
援
が

行
き
渡
る
よ
う
、
子
育
て
世
帯

を
応
援
す
る
政
策
を
中
心
に
実

施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
国
や
県
が
行
う
対
策
な

ど
を
踏
ま
え
つ
つ
、
市
と
し
て

さ
ら
に
ど
の
よ
う
な
支
援
策
が

必
要
か
考
え
て
い
く
。

日本共産党
所沢市議団
矢作いづみ

物
価
高
騰
対
策
と
し
て

低
所
得
者
に
支
援
策
を

Ｑ
メ
タ
バ
ー
ス
?
上
の
学
校

を
使
っ
た
不
登
校
支
援
が
広
が

っ
て
い
る
。
一
方
で
、
メ
タ
バ
ー

ス
だ
け
で
し
か
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
取
れ
な
い
と
い
う
新
た
な

課
題
も
あ
る
。
不
登
校
に
な
っ
て

も
最
終
的
に
は
社
会
の
一
員
と
し

て
他
者
と
つ
な
が
っ
て
、
生
き
が

い
を
持
つ
と
同
時
に
納
税
者
と

し
て
き
ち
ん
と
社
会
人
の
一
員
と

な
る
と
い
う
こ
と
も
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
。
仮
想
空
間
を
使
っ

た
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
、
教
育

委
員
会
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
不
登
校
児
童
生
徒
が
安
心

し
て
過
ご
せ
る
、
新
た
な
居
場

所
、
学
び
の
場
と
し
て
、
県
で
は

こ
の
９
月
か
ら
仮
想
空
間
を
使
っ

た
取
組
で
あ
る
「
教
育
メ
タ
バ
ー

ス
」
を
導
入
し
て
お
り
、
本
市
で

も
、
県
の
こ
の
取
組
に
参
加
し
、

研
究
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
メ
タ
バ
ー
ス
内
で
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
学
習
や
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
教

育
委
員
会
と
し
て
は
、
今
後
も
仮

想
空
間
を
使
っ
た
取
組
を
含
め
、

様
々
な
方
策
を
通
し
て
、
よ
り
効

果
的
な
不
登
校
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

さきがけ
島田　一隆

効
果
的
な
不
登
校
支
援
策
を

Ｑ
本
市
の
環
境
美
化
事
業
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
、

世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合
の
関

係
団
体
「
Ａ
Ｐ
Ｔ
Ｆ
所
沢
」
が

活
動
し
て
い
る
旨
の
新
聞
記

事
が
あ
っ
た
。
所
沢
市
ア
ダ
プ

ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
要
綱

の
団
体
資
格
に
は
、
政
治
活
動

又
は
宗
教
活
動
を
目
的
と
し

な
い
こ
と
と
あ
る
が
、
団
体
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
教
え
を
目
的

と
し
て
い
る
よ
う
に
読
み
取
れ

る
。
こ
れ
は
重
大
な
要
綱
違
反

で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
う

が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

へ
の
参
加
に
際
し
て
は
「
政
治

活
動
ま
た
は
宗
教
活
動
を
目
的

と
し
な
い
こ
と
」
と
い
う
規
定

を
含
む
合
意
書
の
提
出
を
求
め

て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
当

該
団
体
が
宗
教
法
人
法
に
基
づ

く
解
散
命
令
が
出
て
い
る
関
連

団
体
で
あ
る
と
の
新
聞
報
道
を

受
け
、
改
め
て
審
査
し
た
と
こ

ろ
、
宗
教
的
色
彩
が
強
い
と
思

わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
合
意
の
取

り
交
わ
し
を
継
続
し
な
い
こ
と

と
し
た
。

日本共産党
所沢市議団
花岡　健太

所
沢
市
ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

実
施
要
綱
に
つ
い
て

Ｑ
近
年
は
猛
暑
や
ゲ
リ
ラ
豪

雨
な
ど
、
外
で
安
心
し
て
遊
ぶ
こ

と
が
難
し
い
日
が
増
え
て
い
る
。

そ
こ
で
、
子
育
て
世
代
か
ら
は
、

走
っ
た
り
体
を
大
き
く
動
か
し
て

遊
ぶ
こ
と
が
出
来
る
大
型
の
屋
内

遊
び
場
の
整
備
を
求
め
る
声
が
多

く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
全
天
候

型
の
市
営
屋
内
遊
び
場
の
整
備
に

つ
い
て
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
全
天
候
型
の
屋
内
遊
び
場

は
、
遊
び
の
場
と
し
て
だ
け
で
は

な
く
、
保
護
者
の
交
流
の
場
と
し

て
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
本
市
に
お
い
て
は
、
地
域
子

育
て
支
援
拠
点
と
し
て
、
こ
ど
も

支
援
セ
ン
タ
ー
「
ル
ピ
ナ
ス
」
に

遊
び
場
が
あ
り
、
令
和
６
年
度

で
は
１
日
平
均
２
２
５
人
の
親
子

が
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
児
童

館
が
市
内
に
11
館
あ
り
、
こ
れ

は
県
内
で
は
さ
い
た
ま
市
の
次

に
多
く
、
非
常
に
充
実
し
た
数
と

な
っ
て
い
る
。
児
童
館
内
で
も
、

屋
内
で
運
動
や
遊
び
を
す
る
こ

と
は
可
能
で
あ
り
、
今
後
は
今
あ

る
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
施
設

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
と
と

も
に
、
新
た
な
遊
び
場
の
可
能
性

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。 自由民主党・維新・

参政・無所属の会
前田　浩昭

全
天
候
型
の
市
営
屋
内

遊
び
場
の
整
備
を
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Ｑ
公
契
約
と
は
、
自
治
体
の

事
業
、
工
事
、
サ
ー
ビ
ス
、
物
品

調
達
な
ど
を
民
間
企
業
等
に
発

注
、
委
託
す
る
際
に
結
ぶ
契
約
で

あ
る
。
公
契
約
条
例
は
自
治
体

が
発
注
す
る
公
共
工
事
業
務
委

託
等
に
従
事
す
る
者
の
賃
金
、
報

酬
減
額
を
設
定
し
て
、
自
治
体

受
注
者
の
責
任
等
を
契
約
条
項

に
加
え
る
こ
と
を
定
め
た
条
例
で

あ
る
。
２
０
２
５
年
１
月
現
在
、

全
国
で
賃
金
盛
り
込
み
型
が
33

自
治
体
、
賃
金
条
項
は
な
く
、
公

契
約
の
総
則
的
事
項
を
規
定
し

た
理
念
型
が
57
自
治
体
で
制
定

さ
れ
て
い
る
。
県
内
で
は
、
草
加

市
が
初
め
て
２
０
１
４
年
に
制
定

し
、
続
い
て
、
越
谷
市
が
２
０
１

６
年
に
制
定
し
て
い
る
。
本
市
で

の
公
契
約
条
例
制
定
に
つ
い
て
、

市
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
建
設
工
事
の
現
場
で
働
か

れ
る
労
働
者
の
賃
金
そ
の
他
労
働

条
件
に
関
し
て
は
、
労
働
関
係
法

令
に
基
づ
き
労
働
条
件
の
適
正
化

が
図
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
国
や
県

の
動
向
を
注
視
し
、
公
契
約
に
関

し
て
、
新
た
な
動
き
が
あ
っ
た
時

に
は
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

日本共産党
所沢市議団
小林　澄子

公
契
約
条
例
の
制
定
を

Ｑ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
マ
ン
ジ

ャ
ロ
」
と
検
索
す
る
だ
け
で
、メ
デ

ィ
カ
ル
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
ペ
ー
ジ
が
多

数
ヒ
ッ
ト
す
る
。
ま
た
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

「
糖
尿
病
治
療
薬
マ
ン
ジ
ャ
ロ
」
と

検
索
す
る
と
、「
マ
ン
ジ
ャ
ロ
譲
り

ま
す
」「
何
㎎
で
何
本
で
何
千
円
」

と
い
う
よ
う
な
、マ
ン
ジ
ャ
ロ
を
売

り
た
い
で
あ
ろ
う
恐
ら
く
個
人
の

投
稿
が
多
数
ヒ
ッ
ト
す
る
。当
然
こ

れ
は
全
部
違
法
で
あ
る
が
、
事
実

上
野
放
し
で
あ
る
。そ
こ
で
、
市
内

の
児
童
生
徒
に
向
け
て
、
禁
止
薬

物
の
啓
発
同
様
に
、こ
う
い
っ
た
痩

せ
薬
に
つ
い
て
も
安
易
に
手
を
出

し
て
は
な
ら
な
い
よ
う
な
啓
発
活

動
を
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

教
育
委
員
会
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
現
在
、
小･

中
学
校
に
お
い

て
は
、
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
毎

年
実
施
し
、
大
麻
や
覚
せ
い
剤
な

ど
の
違
法
薬
物
や
、
市
販
薬
の
オ

ー
バ
ー
ド
ー
ズ
?
な
ど
に
つ
い
て

学
ぶ
機
会
を
設
け
て
い
る
。
今
後

に
つ
い
て
は
、
マ
ン
ジ
ャ
ロ
な
ど

の
薬
の
危
険
性
に
つ
い
て
、
薬
物

乱
用
防
止
教
室
や
学
校
保
健
委

員
会
な
ど
を
通
し
て
児
童
生
徒
や

保
護
者
に
向
け
て
注
意
喚
起
を
行

う
よ
う
学
校
に
周
知
し
て
い
く
。

自由民主党・維新・
参政・無所属の会
佐野　允彦

薬
物
乱
用
の
啓
発
と
注
意
喚
起
を

Ｑ
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
は
、
た

だ
動
画
を
投
稿
す
る
だ
け
で
は

収
入
は
発
生
せ
ず
、
収
益
化
す

る
に
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
パ
ー

ト
ナ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加

が
必
要
で
、
幾
つ
か
の
条
件
を

満
た
す
必
要
が
あ
る
。
収
益
化

の
条
件
と
し
て
、
チ
ャ
ン
ネ
ル

登
録
者
数
が
１
，
０
０
０
人
以

上
か
ら
広
告
収
入
を
本
格
的
に

得
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
市
と
し
て
公
式

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル

の
収
益
化
を
進
め
る
考
え
は
あ

る
か
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
動
画
に
つ
い
て
は
、
市

か
ら
の
情
報
発
信
の
趣
旨
か
ら

も
、
よ
り
多
く
の
方
に
動
画
を

見
て
い
た
だ
く
こ
と
を
第
一
に

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
動
画
を
見
る
前
に

広
告
が
表
示
さ
れ
る
こ
と
で
、

動
画
本
体
を
視
聴
す
る
方
が
減

っ
て
し
ま
う
懸
念
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
検
討
し

て
い
な
い
が
、
動
画
の
内
容
を

し
っ
か
り
充
実
さ
せ
た
後
に
、

収
益
化
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き

も
の
と
捉
え
て
い
る
。

自由民主党・維新・
参政・無所属の会
神戸　鉄郎

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

収
益
化
の
検
討
を

Ｑ
椿
峰
地
区
の
小
谷
公
園

に
は
和
式
便
器
が
一
つ
し
か
な

く
、
高
齢
者
が
つ
ら
い
思
い
を

し
て
い
る
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
和
式
便
器
し
か
な
い

小
規
模
な
ト
イ
レ
だ
け
で
も
、

優
先
的
に
便
器
の
洋
式
化
を
検

討
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
便
器

が
壊
れ
な
け
れ
ば
交
換
で
き

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
和

式
し
か
な
い
ト
イ
レ
に
つ
い
て

は
、
緊
急
避
難
的
に
手
す
り
を

つ
け
る
な
ど
、
高
齢
者
へ
の
配

慮
を
し
て
ほ
し
い
が
、
市
の
見

解
を
伺
う
。

Ａ
和
式
便
器
の
み
の
小
規

模
な
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い

て
は
、
便
器
交
換
が
必
要
な
際

に
、
ス
ペ
ー
ス
や
配
管
な
ど
の

設
置
要
件
が
満
た
さ
れ
る
ト
イ

レ
で
あ
れ
ば
、
洋
式
便
器
へ
の

変
更
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

和
式
便
器
の
み
の
公
園
ト
イ
レ

に
手
す
り
を
設
置
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
高
齢
者
を
含
む
ト

イ
レ
利
用
者
の
利
便
性
向
上

に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
対
象
と
な
る
ト
イ
レ
の
調

査
を
実
施
し
、
設
置
の
可
否
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

自由民主党・維新・
参政・無所属の会
入沢　　豊

公
園
の
小
規
模
な
ト
イ
レ
に
も

高
齢
者
へ
の
配
慮
を

Ｑ
夏
休
み
期
間
中
の
児
童
ク

ラ
ブ
の
昼
食
に
つ
い
て
、
他
市

の
事
例
を
見
る
と
、
政
策
ト
レ

ン
ド
と
し
て
は
、
児
童
ク
ラ
ブ

へ
の
昼
食
の
配
達
を
利
用
で
き

る
取
組
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

学
区
内
や
近
隣
な
ど
で
営
ま
れ

て
い
る
地
域
の
お
弁
当
屋
さ
ん

と
注
文
・
配
達
の
提
携
な
ど
を

し
て
、
全
て
の
児
童
ク
ラ
ブ
に

お
い
て
昼
食
時
に
お
弁
当
配
達

を
提
供
で
き
る
よ
う
に
進
め
て

み
て
は
と
思
う
が
、
市
の
見
解

を
伺
う
。

Ａ
長
期
休
業
中
の
お
弁
当

の
提
供
に
つ
い
て
は
、
保
護
者

の
お
弁
当
の
準
備
の
負
担
軽
減

に
つ
な
が
る
一
方
で
、
ア
レ
ル

ギ
ー
な
ど
、
個
々
の
児
童
へ
の

対
応
や
配
慮
と
い
っ
た
課
題
も

あ
る
。
市
が
統
一
し
て
実
施
す

る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い

る
が
、
長
期
休
業
時
の
昼
食
の

提
供
に
つ
い
て
は
、
各
児
童
ク

ラ
ブ
の
運
営
事
業
者
が
保
護
者

の
意
見
な
ど
も
取
り
入
れ
な
が

ら
、
こ
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
楽

し
い
昼
食
時
間
に
な
る
よ
う
配

慮
し
て
い
る
の
で
、
今
後
も
そ

の
よ
う
に
促
し
て
い
く
。

自由民主党・維新・
参政・無所属の会
石原　　昂

全
て
の
児
童
ク
ラ
ブ
へ
昼
食
時
に

お
弁
当
の
配
達
を

Ｑ
他
自
治
体
で
は
、
官
民

連
携
に
よ
る
地
域
ポ
イ
ン
ト
を

活
用
し
た
取
組
が
広
が
っ
て
い

る
。
千
葉
県
木
更
津
市
で
は
、

ア
ク
ア
コ
イ
ン
と
い
う
地
域
通

貨
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト

を
連
動
さ
せ
、
活
動
す
れ
ば
地

域
通
貨
が
得
ら
れ
る
仕
組
み

を
構
築
し
た
。
こ
う
し
た
取
組

は
、
市
民
の
参
加
を
後
押
し
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い

く
。
本
市
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
の
促
進
と
地
域
経
済
の
活

性
化
を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
、

地
域
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
導
入
の

可
能
性
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
本
市
で

導
入
す
る
と
す
れ
ば
、
ま
ず
、

ど
の
分
野
か
ら
着
手
す
る
の
が

効
果
的
と
考
え
る
か
、
市
の
見

解
を
伺
う
。

Ａ
地
域
ポ
イ
ン
ト
制
度
は
、

導
入
や
維
持
管
理
に
お
け
る
コ

ス
ト
面
な
ど
で
の
課
題
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
課
題
解

決
と
併
せ
て
、
導
入
分
野
に
つ

い
て
も
、
他
市
の
事
例
を
参
考

に
す
る
な
ど
、
研
究
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

さきがけ
長谷川礼奈

地
域
貢
献
と
地
域
活
性
化
を

両
立
す
る
仕
組
み
の
構
築
を

? 医薬品を、決められた量を超えてたくさん飲んでしまうこと 1011 10
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Ｑ
本
市
で
は
、
令
和
５
年
度

に
５
歳
児
健
診
に
つ
い
て
医
師

や
保
健
師
を
対
象
に
勉
強
会
を

開
催
し
、
情
報
収
集
を
進
め
て

い
る
と
伺
っ
て
い
る
。
研
究
結
果

で
は
、
５
歳
児
健
診
の
導
入
に

よ
り
、
不
登
校
の
減
少
や
保
護

者
の
気
づ
き
促
進
な
ど
、
早
期

介
入
の
効
果
も
確
認
さ
れ
て
い

る
。
こ
ど
も
の
発
達
支
援
や
保

護
者
の
孤
立
防
止
の
観
点
か
ら

も
、
５
歳
児
健
診
を
実
施
し
、
支

援
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見

解
を
伺
う
。

Ａ
５
歳
児
健
康
診
査
の
実

施
に
つ
い
て
は
、
お
子
さ
ん
の

個
々
の
発
達
の
特
性
を
早
期

に
発
見
し
、
特
性
に
合
わ
せ
た

適
切
な
支
援
に
つ
な
が
る
こ
と

で
、
安
心
し
て
就
学
を
迎
え
、

そ
の
後
の
学
校
生
活
に
お
い
て

も
必
要
な
支
援
体
制
を
整
え
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。
現
在
、
医
師
や
公
認
心

理
師
な
ど
、
専
門
職
の
確
保
や

健
康
診
査
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
体
制
の
整
備
な
ど
、
関
係
す

る
様
々
な
機
関
と
課
題
を
共
有

し
、
実
施
に
向
け
て
検
討
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 公明党

山口　浩美

５
歳
児
健
康
診
査
を

実
施
、
支
援
す
べ
き
で
は

Ｑ
日
本
が
批
准
し
た
障
害

者
権
利
条
約
は
全
て
の
権
利
に

つ
い
て
平
等
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
し
て
い
る
。
日
本
の
障

が
い
者
を
就
労
の
ラ
ン
ク
に
分

け
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
対
し

て
、
国
連
か
ら
勧
告
を
受
け
た

こ
と
に
よ
り
、
障
が
い
者
へ
の

就
労
選
択
支
援
の
制
度
が
ス
タ

ー
ト
し
た
と
聞
い
て
い
る
。
こ

の
制
度
は
市
に
は
権
限
が
な
く

県
が
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

機
会
を
捉
え
て
国
や
県
に
し
っ

か
り
障
が
い
者
の
権
利
を
守
る

た
め
に
声
を
上
げ
て
も
ら
い
た

い
と
思
う
が
、
市
長
の
見
解
を

伺
う
。

Ａ
障
害
者
の
就
労
支
援
に
つ

い
て
は
、
新
た
に
就
労
選
択
支

援
が
始
ま
る
な
ど
、
支
援
体
制

の
整
備
を
進
め
る
た
め
の
過
渡

期
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
重
度
障
害
者
の
就
労
支
援

は
、
全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
国
の
対
応
を
注
視

し
て
い
く
。
今
後
、
把
握
し
た

課
題
な
ど
に
つ
い
て
は
、
機
会

を
捉
え
て
国
や
県
に
対
し
て
、

伝
え
て
い
く
。

立憲民主党・
れいわ新選組
赤川　洋二

障
が
い
者
の
就
労
支
援
に
つ
い
て

国
や
県
に
し
っ
か
り
意
見
を

Ｑ
北
中
運
動
場
第
２
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
人
工
芝
化
に
つ
い
て
は
、

２
億
円
の
費
用
が
か
か
る
と
の

こ
と
だ
が
、
整
備
費
用
を
集
め

る
方
法
と
し
て
、
企
業
や
個
人
、

団
体
な
ど
に
寄
附
を
お
願
い
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。
ま

た
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
使
う
こ
と
も
一
つ
の
手
段
だ
と

思
う
が
、
こ
れ
ま
で
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
使
っ
て
資
金
を

集
め
た
実
績
は
あ
る
の
か
。

Ａ
新
た
な
財
源
を
確
保
す
る

上
で
は
、
企
業
や
個
人
、
団
体
な

ど
に
、
寄
附
を
お
願
い
す
る
こ
と

は
非
常
に
有
効
と
捉
え
て
い
る
。

近
年
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
や

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活

用
し
た
事
業
展
開
を
行
っ
て
い
る

自
治
体
も
増
え
て
き
て
い
る
。
ま

た
、
本
市
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
の
取
組
実
績
は
、
令
和
４

年
度
に
「
北
秋
津
・
上
安
松
地
区

都
市
緑
地
保
全
事
業
」
に
お
い
て

実
施
し
、
合
計
１
，
２
１
１
名
の

方
々
か
ら
総
額
３
，
０
６
０
万
５

千
円
の
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

こ
う
し
た
取
組
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
引
き
続
き
調
査
研
究
を

進
め
て
い
く
。

市民クラブ
未来

青木　利幸

北
中
運
動
場
に
人
工
芝
化
を

ギ カ イ レポート

埼玉県所沢警察署員講　　師

中核市移行における埼玉県所沢
警察署との連携について、犯罪
などの現状等を学ぶ場として開
催しました。

開催内容

議員研修会

所管事務調査とは

　常任委員会が自主的に所管する事務について

行う調査です。

　地方自治法第１０９条第２項では「常任委員

会は、その部門に属する当該普通地方公共団体

の事務に関する調査を行い、議案、請願等を審

査する。」と規定されています。

委員会で決定し、
議長へ通知します。

市への調査、
議員間討議、視察、
政策討論会などを行い、調査・研究します。

所管事務調査の決定

調査・研究

各常任委員会の所管
事務調査の活動は
Ｐ１３,１４を
チェックなのだ！

２０２５
８/２６

火

1111 10
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高校生と議員で意見交換をしました！

「所沢市を魅力あるまちにしていくためには、どうしていくべきか」テーマ

７月１７日

（Ａグループ） 高校生５名、長谷川 礼奈議員、秋田 孝議員 

（Ｃグループ）

 高校生５名、 

 末吉 美帆子議員、川辺 浩直議員 

（Ｄグループ）

 高校生５名 

 斉藤 かおり議員、植竹 成年議員 

（Ｂグループ） 高校生５名　神戸 鉄郎議員、大舘 舘 隆行議員 

【主な意見】
子育て世代や遊びに来る若者に対す
るＰＲ力が弱い。所沢市内の若者に
ＰＲを委託してみてはどうか。

【主な意見】他校とのスポーツ交流や、所沢
のかるたを作り、かるた大会を開くなど、小
中高や他校との縦と横のつながりを強くし
ていくための交流会を開いたらどうか。

【主な意見】
ＣＭコンクールを開催し、各学校にＣＭ、
ＰＲ動画を作ってもらい、優秀なところに
は民放などでＣＭを流してほしい。

【主な意見】
公立高校体育館にエアコンがある
学校が少ない。災害時に避難者が
過ごす場でもあるのでエアコンが
ないのはとても危険だと思う。

【担当議員の講評】
高校生らしい貴重な視点のアイディアを知
ることができ、大変勉強になりました。高
校生にとっても良い勉強になっているとわ
かり嬉しい気持ちになりました。

【担当議員の講評】
地域力を深めるための交流など、若
い人たちも同じような感覚を持って
いると、市政に対する私たち議員の
方向性も改めて確認できて本当に良
かったです。

【担当議員の講評】
問題を自分の頭で解決していく力が
たけていると感じました。色々な情
報を自分で考え、機会があればまた
参加していただければと思います。

【担当議員の講評】
自分の意見をアウトプットする力はとても
大切なことだと思っており、それが全員で
きることにさすがだなと思いました。

所沢高校生徒２０名

議会報告会

７月１８日

（Ａグループ） 高校生６名、前田 浩昭議員、青木 利幸議員 

（Ｃグループ）

 高校生６名 

 大久保 竜一議員、谷口 雅典議員 

（Ｄグループ）

 高校生６名 

 石本 亮三議員、亀山 恭子議員 

（Ｂグループ） 高校生６名、赤川 洋二議員、山口 浩美議員 

【主な意見】
ボールを使える公園が少なく、こ
どもが公園で遊びづらい環境だと
思う。こども向けの施設が少なく
なっており、こどもの成長にも影
響が出ると思う。

【主な意見】高齢者への支援をもっと手厚く
してはどうか。手厚い対応をすることで魅
力あるまちになり、若い人から高齢者まで
住みやすいまちになるのではないかと思う。

【主な意見】
観光地がたくさんあり、おいしいものが多
いという意見があった反面、観光地がない
という意見も出た。

【主な意見】
市内の各駅で賑わいの格差がある
ため、駅ごとに周りを発展させてほ
しい。駅から離れた地域にも、お店
を多くするなど、栄えている部分が
増えたら良いと思う。

【担当議員の講評】
所沢市の将来について、皆さんに少しでも関
心を持って考えていただければ、ますます所
沢も良くなっていくのではないかと思います。

【担当議員の講評】
地方公共団体の政治は暮らしと密着
しているため、政治に無関係ではい
られないということが分かったと思
います。暮らしに直結する声を届け
ていきたいと思います。

【担当議員の講評】
もっともっと所沢について関心を
持っていただいて、意見を私達にぶ
つけていただければ、所沢市がもっ
ともっと良い市になっていく、その
ように思いました。

【担当議員の講評】
高校生が期待している議会としてきちんと
責任を持ってこれからも発言していかなく
てはと新たに感じることができました。

所沢西高校生徒２４名

≪詳細はコチラ≫
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令和７年（２０２５年） １１月１５日 ところざわ市議会だより

総務経済常任委員会

所管事務調査 ７月２２日

視　察 ７月２８日 ▶７月３０日

視　察 ８月６日

～新所沢パルコ跡地の活用～
　新所沢駅周辺まちづくり特別委員会（設置期間：令和３年６月～令和５年３月）による、「新所沢パルコ撤退に伴い
魅力ある新所沢駅周辺のまちの将来像に向けた提言」を踏まえて市が事務を進めているか確認するため、委員会を開
催しました。当日は参考人を呼び、御意見を伺い、総務経済常任委員会として提言をしました。

≪新所沢パルコの跡地活用に関する提言≫

１　�地元自治会及び商店会とパルコ跡地における民間開発事業者との連携を図り、ともに新所沢駅周辺まちづくりに取り組
むこと

２　�パルコ跡地の活用について、民間開発事業者との交渉に際し、建築不動産及びまちづくり等の専門的知識に精通した専
門家から助言をもらい、連携を図ること

３　�市有地予定地は、民間開発事業者との連携を図り、こども達やファミリー層を始めとする幅広い年齢層が集う魅力ある
空間に整備をすることを検討すること

≪第３期所沢市まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定に向けた提言≫

１　�大型プロジェクトが進められた東所沢駅周辺及び所沢駅周辺地域以外の地域においても、それぞれの地域の特性に合わ
せた魅力づくり施策を打ち出すこと

２　�第６次所沢市総合計画後期基本計画に明記した「新所沢・小手指地域のまちづくり」及び「旧庁舎と文化会館跡地周辺
まちづくり」については、総合戦略においても施策を打ち出すこと

３　�狭山丘陵、雑木林、畑など広がる地域において、観光のみならず、健康、スポーツ、医療、農、食、文化芸術等を大学
やプロスポーツ等の民間と連携して、地域の魅力が向上する施策を打ち出すこと

４　�市内外に向けた情報発信を強化するため、ＳＮＳ等のデジタルツールを活用して地域の魅力や施策の進捗状況を効果的
に伝え、定住・交流人口の拡大や地域への関心の向上につなげること

　市が策定した「第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略」は令和７年度末で終了し、新たに「第３期まち・ひと・
しごと創生総合戦略」を策定することから、委員会を開催し、総務経済常任委員会として提言をしました。

～第３期まち・ひと・しごと創生総合戦略～

　株式会社ワルツ所沢は所沢市の第３セクターであり、運営については、株式会社ワルツ所沢の自主性や自律性を尊
重しつつ、市が事業の検証と評価を行っています。市が経営監督責任を有することを踏まえ、経営状況等を把握し、
適切な指導を適宜行うことになっているため、エミテラス所沢の開業後の影響について、情報交換を行いました。

～株式会社ワルツ所沢～

寝屋川市（大阪府） 中核市移行について

　中核市に移行し、保健所の権限移譲が行われたことにより、新型コロナウイルス感染症が発生した
際、感染者に食料・お弁当を届ける事業を全国に先駆けて実施するなど、市独自の取り組みを実施す
ることができたことを確認でき、参考になりました。

関西大学地域連携センター（大阪府） 関西大学における地域との連携について

　行政（吹田市）ではなく、大学サイドが何を考えて官学連携を進めているのかを確認できました。本
市においても今後の早稲田大学とのより緊密な連携を図っていく上で参考になりました。

株式会社紀州まちづくり舎（和歌山県） リノベーションまちづくりについて

　紀州まちづくり舎は１００％民間出資のまちづくり会社であり、民間の立場からのまちづくり公社につ
いて、行政にどのようなことを期待するかを含めて確認できました。本市においても旧庁舎文化会館跡
地の活用、まちづくり会社の設立やまちの魅力づくりにおいて、参考になりました。

委員長のひとこと 《報告書》

《会議録》
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ところざわ市議会だより 第２16 号第２16 号

健康福祉常任委員会

所管事務調査 ８月１日 《会議録》

　条例制定から約８年が経過したが、条例の理念に基づき、特に「所沢市障害者支援計画」等を参考に、進捗状
況を明らかにし、さらなる「社会的障壁の除去」につながる目標について調査を行うため、委員会を開催しました。

～所沢市障害のある人もない人も共に生きる社会づくり条例～

障がい者差別禁止・合理的配慮は、条例制定前と制定後で、具体的にどのようなところが変
化したと認識しているか。Q
これまで、市が差別相談の事例に積極的に関与してきたことで、相談支援事業所や補助犬ユー
ザーをはじめとする一部の障がい当事者から信頼を得られ、「まずは市に相談してみよう」と思っ
ていただけることが多くなったのではないかと認識している。

A

所管事務調査 ８月２２日 《会議録》

　職員による不適正な事務の執行を受け、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
法律において、管理の適正を確保することが規定されているが、現状において適正に管理されているか、体制が
整備されているかなどについての調査を行うため、委員会を開催し、市民文教常任委員会として意見を付しました。

～マイナンバーの管理体制～

　児童のいじめや不登校、教職員の時間外労働、また、学校の管理体制等、多くの解決すべき課題を抱えている
学校教育の改善のため、学校教育における個々の問題について調査を行います。このうち「教職員における働き
方改革に係る提言（令和３年５月１１日）の検証」「不登校対策」「市内の小・中学校における物品管理」につい
て調査するため、委員会を開催しました。

～学校教育について～

人が介在できる範囲には限界があ
るので、例えばＡＩを使ったチェッ
クシステムでログを常に監視した
り、アラームをかけていくなどのシ
ステムを構築すべきでは。

時間外勤務が減ってきているとい
う話だが、把握している時間はど
れくらいか。

住基ネットはＪ－ＬＩＳという機構が管理してお
り、例えば職員が有名人の情報を検索しようとし
た場合はＪ－ＬＩＳから通知が届く。統合端末も、
むやみにアプリを入れることは一切できないよう
になっており、そうした意味では物理的にもシス
テム的にもセキュリティはかなり高くなっている。

時間外の取組勤務が年間３６０時間を超えている
教職員の割合は、令和５年度が小学校で５３％、
令和６年度は４８.７％、中学校では令和５年度が
６７.４％、令和６年度では５５.７％であり、一
応減ってきている。

市民文教常任委員会

➡

➡

≪今後のマイナンバー管理の徹底に関する意見≫

１　�端末操作においては、必ず複数人による確認体制を徹底し、不正防止に万全を期すこと
２　職員に対しては、倫理研修を継続的に行い、かつ充実させ、常に綱紀粛正を徹底すること
３　�不正防止対策にとどまらず、今後のＤＸ・ＡＩ技術の進展を見据え、実効性のある自動チェックシステムの導入を

検討すること

Q

Q

A

A
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令和７年（２０２５年） １１月１５日 ところざわ市議会だより

議会イベント情報

議場コンサート

政策討論会

《最新情報はコチラ》

《最新情報はコチラ》

前回実施した政策討論会の様子

視　察 ８月１８日▶８月１９日

松本市議会（長野県） 高校生との交流事業について

　松本市議会の高校生との交流事業を全国的に有名にしたのは、平成２９年２月定例会で高校生
により請願が出され、全会一致で採択されたことです。このことは今では一部の高校の「公共」
の教科書にも高校生による政治参加の事例として紹介されています。市民による政治参加の場を
少しでも多くしていくことに尽力している議会の取組は大変参考になりました。

伊那市議会（長野県） 高校生との意見交換会、高校生の議会傍聴について

　伊那市議会では意見交換会などで出された御意見への対応とその後の政策に結びつける方法を
課題としています。また政策提言に向けた年間スケジュールがきちんと確立されていました。伊
那市に移住される方も多く、新しく住民となった方への対応も議会は求められていると考えます。
人口規模、都市部からの距離は違えども、大いに参考となる視察となりました。

《報告書》委員長のひとこと

広聴広報委員会

２０２５

１１/１５
土

２０２５
１２/１

月

２０２６
 ２/７

土

議会報告会 １３：３０〜

９：００〜（３０分程度）

１３：３０〜

９月定例会議の報告
市政全般に関する市民との意見交換（班形式）

　会　場　

市役所低層棟３階

全員協議会室

　会　場　

 担 当 議 員 

小林 澄子	 松本 明信
中井 めぐみ	 佐野 允彦
花岡 健太	 入沢　 豊
矢作いづみ	 斎藤 由紀 

■手話通訳あり。
■�事前申込みは不要です。直接会場にお越しく
ださい。

■�駐車台数に限りがありますので、可能な限り
公共交通機関をご利用の上お越しください。

※議場での鑑賞のほか、
インターネットライブ
中継も行います。出演者：四

し

十
じゅう

雀
から

ベーシスト 岸
きし

 徹
てつ

至
ゆき

さん
ジャズを中心にミュージカルやレコーディング、ソロベー
スコンサート等、ジャンルに捉われない幅広い音楽活動を
展開中。

ボーカリスト 高
たか

橋
はし

 奈
な お こ

保子さん
武蔵野美術大学卒業。つのだ☆ひろ、所沢のビッグ
バンド・ブルーベリージャムオーケストラとの
共演多数。ボイストレーナーとしても活躍中。

こどもと福祉の未来館 　１階　多目的室１・２号
所沢市泉町１８６１番地の１

※手話通訳あり。事前申込みは不要です。直接会場にお越しください。
※�駐車台数に限りがありますので、可能な限り公共交通機関をご利用の上お
越しください。

 担 当 議 員 大館館 隆行　大久保 竜一　末吉 美帆子　神戸 鉄郎
小林 澄子　花岡 健太　　長谷川 礼奈　植竹 成年
大石 健一　中　 毅志　　青木 利幸　　入沢　 豊

特定のテーマについて、議員が活発に意見等
の交換を行い、議員相互間の共通認識を醸成
するために、今回は議会運営委員会が主催で
行います！

通年会期制についてテーマ

お知らせ
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■
所
沢
に
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
を

設
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し
た
き
っ
か
け
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僕
は
松
郷
の
生
ま
れ
で
、
高
校
生
の
頃

か
ら
ず
っ
と
所
沢
で
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
を

や
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル

は
元
々
の
オ
ー
ナ
ー
が
い
ら
し
て
、
僕
が
地

元
で
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
を
や
り
た
い
な
と

い
う
こ
と
で
物
件
探
し
を
し
て
い
た
時
に

ち
ょ
う
ど
出
会
っ
て
、
そ
こ
か
ら
１
か
月
後

に
働
き
出
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
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今
は
、
所
沢
の
ほ
か
に
清
瀬
に
も
う
１
つ

ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

■
ダ
ン
ス
を
頑
張
っ
て
い
る
こ
ど
も
た
ち
に

　

ダ
ン
ス
で
生
計
を
立
て
て
い
く
こ
と
は
、

ま
だ
ま
だ
難
し
い
で
す
が
、
僕
が
始
め
た
頃

よ
り
は
す
ご
く
仕
事
に
つ
な
が
っ
て
く
る
よ

う
に
な
っ
た
と
は
思
い
ま
す
。
ダ
ン
ス
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通

じ
て
様
々
な
方
と
出
会
う
き
っ
か
け
に
も
な

り
、
ダ
ン
ス
に
関
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ず
い
ろ
い
ろ
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分
野

に
も
視
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広
げ
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こ
と
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で
き
ま
す
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つ
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り
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で
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た
り
も
し
ま
す
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ま
た
、

長
く
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け
て
い
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こ
と
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現
場
で
の

活
躍
や
、
イ
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ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
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て
の
活

躍
の
場
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
活
躍
の
場
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広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
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実
際
、
表
紙
に
一
緒
に
写
っ
て
い
る
２
人

は
幼
少
期
か
ら
の
ス
タ
ジ
オ
の
生
徒
で
、
今

と
な
っ
て
は
多
く
の
生
徒
を
持
つ
人
気
の
講

師
で
す
。
こ
の
先
は
次
の
世
代
、
さ
ら
に
次

の
世
代
へ
、
ど
ん
ど
ん
つ
な
げ
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

■
所
沢
の
ど
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に

関
わ
っ
て
い
る
の
か

　

毎
年
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
開
催
さ

れ
る
「
Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
“
Ｏ
ｕ
ｔ

ｄ
ｏ
ｏ
ｒ 

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
”
」
や
と
こ
ろ

ざ
わ
サ
ク
ラ
タ
ウ
ン
で
開
催
さ
れ
る
「
Ｔ
ｅ

ｒ
ｒ
ａ
ｃ
ｅ 

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
と
い
う
イ
ベ

ン
ト
運
営
に
も
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の

団
体
が
30
組
ほ
ど
集
ま
り
、
１
０
０
０
人
以

上
の
出
演
者
が
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、
こ
ど
も

た
ち
も
大
勢
出
演
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト

の
運
営
に
も
携
わ
る
こ
と
で
、
ダ
ン
ス
の
間

口
が
広
が
っ
て
く
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

■
今
後
の
目
標
は

　

自
分
の
そ
ば
で
頑
張
っ
て
い
る
こ
ど
も
た

ち
が
ダ
ン
ス
で
食
べ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
普
及
活
動
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
も

の
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

人
生
に
お
い
て
、
好
き
な
こ
と
を
続
け
て

き
た
、
諦
め
ず
に
や
っ
て
き
た
と
い
う
経
験

は
、
将
来
の
役
に
立
つ
貴
重
な
も
の
で
す
。

そ
う
い
う
も
の
を
、
み
ん
な
に
も
味
わ
っ
て

も
ら
い
た
い
な
っ
て
思
い
ま
す
。
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所沢市議会 広
聴
広
報
委
員
会

◎
石
本　

亮
三

長
谷
川
礼
奈

〇
山
口　

浩
美

松
本　

明
信

　

斉
藤
か
お
り

谷
口　

雅
典

　

神
戸　

鉄
郎

福
原　

浩
昭

　

中
井
め
ぐ
み

青
木　

利
幸

　

矢
作
い
づ
み

秋
田　
　

孝

◎
…
委
員
長　

〇
…
副
委
員
長

あ
の
猛
暑
も
す
っ

か
り
昔
話
。
議
員

に
と
っ
て
秋
は
運

動
会
や
文
化
祭
で

夏
と
は
ま
た
一
味
違
っ
た
出
会
い
が

あ
る
季
節
。
市
民
の
お
声
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。	

（
石
本
）

秋
議員たちの･･･

次の定例会議は１２月１日（月曜）から開催予定です。

所沢市出身
ダンススタジオ『UNDER WORLD dance space』（西所沢）代表
毎年、所沢市民フェスティバル OTHERPOSSE“Outdoor NATION”、
Terrace NATION（会場：ところざわサクラタウン）やダンスバトル
イベントなど市内ダンスイベントの企画運営をしている

ところざわ市議会だよりは２月、５月、８月、１１月の１５日に発行。戸別配布でお届けしています。
配布のお問い合わせは、所沢市シルバー人材センター　☎２９２８－８６９５　FAX２９２４－０６３０ まで。

ダンススタジオ

の詳細はコチラ

齋
さい

藤
とう

 勝
かつ

彰
あき

 さん

　　INSTRUCTOR Name:CHANPON

市
政
施
行
75
周
年
を
11
月
３
日
に

迎
え
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
。

考
え
深
い
特
別
な
秋
！
彩
り
豊
か

な
自
然
達
に
激
励
を
受
け
、
対
話

の
秋
を
満
喫
し
ま
す
。	

（
山
口
）

秋
も
深
ま
り
、
朝
夕
の
涼
し
さ
が

心
地
よ
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

や
は
り
秋
は
焼
き
芋
で
す
ね
。
お

芋
を
食
べ
な
が
ら
お
気
に
入
り
の

喫
茶
店
で
読
書
で
も
し
た
い
で
す

ね
。	

（
斉
藤
）




